様式第玉津-７号
資本関係・人的関係調書

令和　　年　　月　　日
神　戸　市　長　　あて
　　　　　　　　　　　　所　 在　 地

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　商号又は名称

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　代 表 者又は

　　　　　　　　　　　　受 任 者 名 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

入札参加申請日現在における、資本関係・人的関係は次のとおり相違ありません。【*1】
	資本関係（自社の会社法上の親子会社の状況）

	
	①　親会社【*2】の有無

（複数社ある場合は、すべて記入）
	有　・　無　

	
	親会社の名称
※行が不足する場合は適宜追加、又は別紙で提出すること。
	

	
	
	

	
	②　子会社【*3】の有無

（複数社ある場合は、すべて記入）
	有　・　無

	
	子会社の名称
※行が不足する場合は適宜追加、又は別紙で提出すること。
	

	
	
	

	
	③　①に記載した親会社の他の子会社（自社を除く）

（複数社ある場合は、すべて記入）
	有　・　無

	
	他の子会社の名称
※行が不足する場合は適宜追加、又は別紙で提出すること。
	

	
	
	

	人的関係（自社役員等【*4】の兼任状況）

	
	自社代表者の役職及び氏名

（複数者いる場合はすべて記入）
※行が不足する場合は適宜追加、又は別紙で提出すること。
	左記代表者の、他社に

おける代表者兼任の有無

（有の場合は右の欄も記入）
※行が不足する場合は適宜追加、又は別紙で提出すること。
	代表者を兼任している会社の商号又は

名称、及び兼任している会社における役職

（複数ある場合はすべて記入）
※行が不足する場合は適宜追加、又は別紙で提出すること。

	
	
	有　・　無
	

	
	
	有　・　無
	

	
	
	有　・　無
	


【*1】入札参加形態が単独企業の場合は当該会社について記入。共同企業体の場合は当該共同企業体の構成員（代表者を含む）ごとに調書を作成する。
【*2】会社法第２条第４号の２に規定する親会社等をいう。
【*3】会社法第２条第３号の２に規定する子会社等をいう。
【*4】入札説明書の17その他の注意事項(1)「入札の適正さが阻害されると認められる資本関係又は人的関係のある複数の者の参加の制限」の「イ人的関係」に規定する役員及び管財人をいう（監査役、執行役員は含まない）。また、個人の場合は代表者をさす。

